

























































　「寛延旧家集」に収録された家は 115 家に及ぶ。115 家は、「清須越由緒有之町人」（13 家）、
「清須越之外由緒有之町人」（15 家、内清須越 8家を含む）、「清須越之者」（71 家、他に駿河
越 4家）、「御扶助之町人」（12 家、内清須越 9家 ･ 駿河越 3家）に分類されている。清須越







こし、「那古野府城志」を含む郡村徇行記を 1822 年（文政 5）5 月に完成させた。「那古野府
城志」も郡村徇行記も 1822 年（文政 5）の自序が付されている。しかし、「那古野府城志」の















　項目別の人数とその内訳は、「札辻伝馬町」14 人（清須越 12・他 2、以下カッコ内は内訳
で単位を省略）、「月俸等を賜はれる府下町人の部」7人（清須越1・他6）、「家系由緒町人の部」
26 人（清須越 24・他 2）、「自清洲遷府不易の町人の部」65 人（清須越 65）、「駿河越町人の部」
4人（駿府越 4）、「清洲越の外由緒有之町人の部」27 人（他 27）、「御城代支配御職人」24 人（清
須越 11・駿府越 2・他 11）、「御作事奉行支配御職人」9人（清須越 5・他 4）、「御小納戸支配
御職人」1人（他 1）、「御賄頭支配御職人并御納戸支配職人」3人（清須越 1・駿府越 1・他 1）
と小見山宗法（他 1）である。
　「那古野府城志」の調査・編纂の時期は、尾張藩の御用達制度が整備されていく時期に
あたる。『新修名古屋市史』第 4巻によれば、1795 年（寛政 7）に御勝手御用達が少なくとも
7人任命され、その後 1803 年（享和 3）には名古屋城下の商人と在方有力者各 10 人が御勝
手御用達に任命された。1795 年（寛政 7）が御勝手御用達任命の初発であるかは確定して
いないが、18 世紀末近くになって御用達制度が整備されたと考えてよいであろう。これ
に先立つ明和・安永期には主だった商人 56 人を 3 つのランクに分け、それぞれ 200 両・
100 両・50 両の調達金が命じられている（9）。











れた写本である。この中に 1808 年（文化 5）7 月に米切手に添印をした名古屋町人の一覧












































名前 居所 尾張名古屋 名古屋 おはりなごや 他典拠
下村庄之助 富田町 C行司 1-1 C 行司 1-1 連城／金鱗／慶応
松前屋小八郎 本町二丁目 C行司 1-2 C 行司 1-2 明和／連城／金鱗／慶応
白木屋甚右衛門 伊勢町 ･練屋町 C行司 1-3 C 行司 1-2 連城／金鱗／慶応
京井甚左衛門 研屋町一丁目 C行司 2-1
水口屋伝吉 玉屋町 C行司 2-2 R5 世話人 -6 連城／金鱗
山口屋藤九郎 諸町 C行司 2-3 C 行司 2-1 C 行司 2-5 明和／府城／連城／金鱗
大口屋清兵衛 万屋町 C行司 2-4 C 行司 2-3 C 行司 2-2 明和／連城／慶応
浜嶋藤右衛門 車ノ町 C行司 2-5 C 行司 2-1 金鱗
磯貝忠左衛門 車ノ町 C行司 2-6 C 行司 2-6 府城／連城／金鱗／慶応
駒屋小左衛門 鉄砲塚町 C行司 2-7 L5 世話人 -2 明和／府城／連城／金鱗
水口屋伝兵衛 玉屋町 C頭取 -1 C 頭取 -2 府城／連城／金鱗／慶応
和泉屋権右衛門 上長者町 C頭取 -2 R5 頭取 -4 C 頭取 -1 府城
小西利左衛門 門前町本町通 C頭取 -3 C 行司 2-6 C 頭取 -3 連城／金鱗
枡屋彦八 東枇杷島 C頭取 -4 R5 頭取 -2 R5 世話人 -3 連城／金鱗
塩屋利助 C頭取 -5 C 行司 2-5
麻生屋吉兵衛 C頭取 -6
青貝屋忠次郎 C頭取 -7 L5 世話人 -5
萱津屋武兵衛 伝馬町 C頭取 -8 R5 頭取 -1 C 頭取 -5 府城／連城／金鱗
伊藤治郎左衛門 茶屋町 C勧進元惣後見 C勧進元 C勧進元惣後見 明和／府城／連城／金鱗／慶応
神戸文左衛門 元材木町 C差添人 C行司 1-1 R1 前頭 -01 府城／金鱗
内海屋忠蔵 納屋町 R1大関 R1 大関 R1 大関 連城
十一屋庄兵衛 玉屋町 R1関脇 L1 関脇 府城／連城／慶応
十一屋庄五郎 L1 関脇
伊藤屋賢之助 R1小結 R1 関脇
吹原九郎三郎 上畠町 R1前頭 -01 C 差添人 R2 前頭 -03 明和／府城／連城／慶応
菱屋喜兵衛 伝馬町 R1前頭 -02 R1 前頭 -03 L1 前頭 -02 連城／金鱗／慶応
桔梗屋佐兵衛 上七間町 R1前頭 -03 R1 前頭 -02 L1 前頭 -04 金鱗／慶応
小嶋屋庄兵衛 塩町 R1前頭 -04 明和
小島屋庄右衛門 塩町 C行司 1-2 L2 前頭 -05 連城
杉山屋宗右衛門 宮町 R1前頭 -05 R1 前頭 -04 L1 前頭 -03 連城／金鱗／慶応
大鐘屋藤七 納屋町 R1前頭 -06 L2 前頭 -02 R2 前頭 -05 府城
山本屋甚兵衛 小牧町 R1前頭 -07 R2 前頭 -03 R2 前頭 -04 連城／金鱗
関戸治郎 蛯屋町 L1 大関 L1 大関 L1 大関 府城
笹屋惣助 鉄砲町一丁目 L1 関脇 L1 小結 R1 小結 連城／金鱗／慶応
皆川屋庄蔵 納屋町 L1 小結 R1 関脇 L1 小結 府城／連城／慶応
萱津屋伊右衛門 伝馬町 L1 前頭 -01 R1 前頭 -01 L1 前頭 -01 寛延／明和／府城／連城／金鱗／慶応
美濃屋勘七 万屋町 L1 前頭 -02 L1 前頭 -01 R1 前頭 -04 連城／慶応
中嶋屋甚助 宮町 L1 前頭 -03 L1 前頭 -02 R1 前頭 -02 連城／金鱗
田嶋屋鎌蔵 伝馬町 L1 前頭 -04 R2 前頭 -02 R1 前頭 -03 金鱗
平野屋為蔵 小鳥町 L1 前頭 -05 L1 前頭 -03 L1 前頭 -05 金鱗
清水屋太左衛門 納屋町 L1 前頭 -06 L3 前頭 -05 R2 前頭 -13 府城／連城
永楽屋伝右衛門 鉄砲塚町 L1 前頭 -07 L2 前頭 -08 L2 前頭 -04 府城／連城／金鱗
近江屋孫右衛門 坂上町 R2前頭 -01 R2 前頭 -06 連城／金鱗
井桁屋勘兵衛 伏見町 R2前頭 -02 R2 前頭 -05 R2 前頭 -09 連城／金鱗／慶応
大黒屋佐右衛門 万屋町 R2前頭 -03 L2 前頭 -06 L2 前頭 -09 連城
材木屋惣兵衛 下材木町 R2前頭 -04 L1 前頭 -04 R2 前頭 -01 明和／連城／慶応
中嶋屋彦三郎 堀詰町 R2前頭 -05 L2 前頭 -01 L2 前頭 -07
田嶋屋与左衛門 下御園町 R2前頭 -06 L2 前頭 -03 R1 前頭 -05 金鱗
杉屋与左衛門 伝馬町 R2前頭 -07 R2 前頭 -04 L3 前頭 -02 連城／金鱗
田立屋作兵衛 伏見町 R2前頭 -08 R1 前頭 -05 R2 前頭 -02 金鱗
佐野屋与右衛門 九十軒町 R2前頭 -09 R2 前頭 -07 R2 前頭 -10 明和／連城／金鱗
山本屋甚蔵 伝馬町 R2前頭 -10 R2 前頭 -14 R3 前頭 -17 連城／金鱗
小川屋甚助 船入町 R2前頭 -11 R2 前頭 -11
半田屋助右衛門 船入町 R2前頭 -12 L5 世話人 -6 明和／連城
高木屋久兵衛 下茶屋町 R2前頭 -14 L2 前頭 -12 L2 前頭 -11 金鱗／慶応
高麗屋新三郎 橘町 L2 前頭 -01 L1 前頭 -05 R2 前頭 -06 連城／慶応
安田屋彦兵衛 玉屋町二丁目 L2 前頭 -02 L2 前頭 -05 L2 前頭 -08 連城／金鱗／慶応
白木屋徳右衛門 伊勢町 ･練屋町 L2 前頭 -03 L2 前頭 -11 R3 前頭 -05 府城／連城／金鱗／慶応
知多屋新四郎 大船町 L2 前頭 -04 R2 前頭 -01 L2 前頭 -01 慶応
松尾屋久蔵 鍋屋町 L2 前頭 -05 L2 前頭 -07 R2 前頭 -07 金鱗／慶応
井桁屋彦兵衛 笹屋町 L2 前頭 -06 C 行司 1-4 R3 前頭 -09 連城／金鱗／慶応
鎰屋善右衛門 石町 L2 前頭 -07 L5 頭取 -2 R4 前頭 -10 連城／金鱗
美濃屋治兵衛 納屋町 L2 前頭 -08
美濃屋次右衛門 東田町 C行司 1-5 R2 前頭 -12
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笹屋平吉 本町二丁目 L2 前頭 -09 R2 前頭 -12 L3 前頭 -15 連城／金鱗
佐野屋清左衛門 九十軒町 L2 前頭 -10 R2 前頭 -11 L2 前頭 -13 明和／府城／連城
藤屋新左衛門 大船町 L2 前頭 -11 R3 前頭 -02 L3 前頭 -09
堀田屋清左衛門 大伝馬町 L2 前頭 -12 R2 前頭 -08 L2 前頭 -10
茶碗屋清左衛門 伝馬町 L2 前頭 -13 L4 前頭 -02 L4 前頭 -03 明和／連城／金鱗
内海屋嘉六 L2 前頭 -14 L2 前頭 -10 R3 前頭 -01
和泉屋三右衛門 R3前頭 -01 R3 前頭 -13 R3 前頭 -04
麻生屋貞助 和泉町 R3前頭 -02 L2 前頭 -04 L2 前頭 -02
銭屋喜兵衛 益屋町 R3前頭 -03 L2 前頭 -09 L2 前頭 -06
道具屋惣十郎 玉屋町二丁目 R3前頭 -04 L3 前頭 -07 R3 前頭 -15 連城／金鱗
万屋善助 杉之町 R3前頭 -05 L3 前頭 -08 L3 前頭 -05 連城
扇屋半七 小牧町 R3前頭 -06 L3 前頭 -03 R3 前頭 -12 連城／金鱗
大黒屋孫助 伝馬町 R3前頭 -07 R3 前頭 -09 L3 前頭 -13 連城／金鱗／慶応
井桁屋久左衛門 R3前頭 -08
井桁屋久助 福井町 R2前頭 -13 C 行司 1-3 L3 前頭 -17 寛延／明和／府城／連城／金鱗
中嶋屋源兵衛 宮町 R3前頭 -09 L3 前頭 -01 L3 前頭 -01 金鱗
八木屋弥兵衛 中市場町 R3前頭 -10 R3 前頭 -01 R3 前頭 -06 連城／金鱗／慶応
藤屋武兵衛 R3前頭 -11 R4 前頭 -01
美濃屋（本屋）市兵衛 中市場町 R3前頭 -13 C 行司 2-2 R4 前頭 -13 金鱗
藤川屋九郎助 宮町 R3前頭 -13 R3 前頭 -08 R3 前頭 -08 連城／金鱗
板屋与三治 橘町 R3前頭 -14 R3 前頭 -10 R4 前頭 -02 慶応
伊勢屋佐兵衛 宮町 R3前頭 -15 L5 頭取 -1 L4 前頭 -08 金鱗
鈴村屋庄兵衛 伝馬町 R3前頭 -16 L4 前頭 -11 L3 前頭 -12 連城
材木屋又八 R3前頭 -17 L3 前頭 -16
麩屋万兵衛 東本重町 R3前頭 -18 L3 前頭 -10 L5 前頭 -09
杉村屋太兵衛 玉屋町 L3 前頭 -01 R2 前頭 -13 R3 前頭 -07
中屋又七 L3 前頭 -02
中屋又左衛門 L3 前頭 -16 R3 前頭 -03
大屋彦兵衛 下御園町 L3 前頭 -03 R3 前頭 -03 R3 前頭 -11 府城
知多屋権左衛門 中御園町 L3 前頭 -04 R2 前頭 -10 L2 前頭 -03 金鱗
御溜屋清兵衛 戸田町 L3 前頭 -05 R5 世話人 -2 連城
吉文字屋宗兵衛 小牧町 L3 前頭 -06 R3 前頭 -05 L3 前頭 -08 連城／金鱗
吉野屋善九郎 L3 前頭 -07 L3 前頭 -09 L4 前頭 -02
熊野屋喜平治 赤塚町 L3 前頭 -08 R3 前頭 -07 R4 前頭 -04 金鱗／慶応
万屋卯兵衛 元材木町両蔵屋敷 L3 前頭 -09 R3 前頭 -15
松本屋源兵衛 蛯屋町 L3 前頭 -10 R3 前頭 -04 R3 前頭 -02 連城／慶応
橘屋四郎兵衛 小船町 L3 前頭 -11 L2 前頭 -14 L2 前頭 -12 慶応
駒屋平兵衛 下長者町一丁目 L3 前頭 -12 R4 前頭 -04 L4 前頭 -10 慶応
本屋（菱屋）久兵衛 鉄砲町二丁目 L3 前頭 -13 L4 前頭 -02 L4 前頭 -04 連城／金鱗
鍵屋九兵衛 住吉町 L3 前頭 -14 L4 前頭 -04 L5 前頭 -04 連城
米屋三左衛門 L3 前頭 -15
江川屋与兵衛 納屋町 L3 前頭 -16 R3 前頭 -11 L5 前頭 -14 慶応
銭屋長右衛門 替地出来町 L3 前頭 -17 R4 前頭 -05 L4 前頭 -14 金鱗
致知屋甚九郎 針屋町 L3 前頭 -18 L3 前頭 -17 R4 前頭 -07 連城／金鱗
銭屋勘助 末広町 R4前頭 -01 R4 前頭 -07 連城／金鱗
森田屋嘉兵衛 R4前頭 -02 L3 前頭 -04 R5 前頭 -09
板屋長八 R4 前頭 -03 L3 前頭 -11 R4 前頭 -13
桔梗屋又兵衛 本町一丁目 R4前頭 -04 L5 前頭 -02 L4 前頭 -17 寛延／府城／連城／金鱗／慶応
笹屋善七 鉄砲町三丁目 R4前頭 -05 R4 前頭 -08 R5 前頭 -10 慶応
京万屋新蔵 橘町裏町 R4前頭 -06 L3 前頭 -12 L5 前頭 -05
見田屋七兵衛 R4前頭 -07
見田七右衛門 船入町 R4前頭 -23 L4 前頭 -09
平野屋卯兵衛 R4前頭 -08 R4 前頭 -03 L5 前頭 -02
米屋彦左衛門 R4前頭 -09 L4 前頭 -22
久木屋久助 木挽町 R4前頭 -10 R5 前頭 -09 L4 前頭 -06
羽柴屋源七 材木町 R4前頭 -11 R5 頭取 -3 R4 前頭 -06 連城
米屋長八 古渡 R4前頭 -12 R5 前頭 -13 連城
竹皮屋伊助 押切 R4前頭 -13 L4 前頭 -07 L4 前頭 -13 連城
笹屋幸蔵 鉄砲町一丁目 R4前頭 -14 L5 世話人 -3 連城／金鱗／慶応
井桁屋茂兵衛 坂上町 R4前頭 -15 L5 前頭 -03 L4 前頭 -05 連城／金鱗
大野屋喜八 R4前頭 -16
高橋屋九八 朝日町 R4前頭 -17 L5 前頭 -18 連城
水本屋佐蔵 R4前頭 -18
炭屋清左衛門 葭町 R4前頭 -19 R4 前頭 -15 L4 前頭 -12 寛延／府城／連城
藤倉屋長八 R4前頭 -20
藤倉屋長六 大伝馬町 L4 前頭 -08 R5 前頭 -06 慶応
大鐘屋藤左衛門 納屋町 R4前頭 -21 L4 前頭 -20 L5 前頭 -13 連城
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明荷屋甚蔵 樽屋町 R4前頭 -22 L5 前頭 -15 慶応
千田屋弥八 鉄砲町 R4前頭 -23 R4 前頭 -18 連城
岡田屋太兵衛 L4 前頭 -01 L3 前頭 -02 L3 前頭 -06
信濃屋喜助 小牧町 L4 前頭 -02 L3 前頭 -06 R3 前頭 -10 連城／金鱗
木綿屋藤右衛門 L4 前頭 -03 L5 前頭 -01 L3 前頭 -11
藤屋市郎右衛門 伝馬町 ･本町五丁目 L4 前頭 -04 L5 頭取 -3 R4 前頭 -17 府城／連城
北山屋吉兵衛 L4 前頭 -05 R4 前頭 -06 L4 前頭 -11
酢屋伝左衛門 袋町 L4 前頭 -06 L2 前頭 -13 L3 前頭 -07
綿屋善吉 L4 前頭 -07 L4 前頭 -09 L5 前頭 -07
笹屋利助 宮町三丁目 L4 前頭 -08 R4 前頭 -13 R4 前頭 -11
箙屋喜兵衛 末広町 L4 前頭 -09 L3 前頭 -13 L4 前頭 -15 連城
銭屋藤兵衛 L4 前頭 -10 L4 前頭 -06 R4 前頭 -16
泉屋太兵衛 下長者町 L4 前頭 -11
駒屋伊兵衛 L4 前頭 -12 R5 前頭 -11 L4 前頭 -14
米沢屋彦兵衛 古渡 L4 前頭 -13 R4 前頭 -17 R4 前頭 -09 連城
鏡屋平兵衛 玉屋町 L4 前頭 -14 L4 前頭 -21 R5 前頭 -01
岡田屋利兵衛 L4 前頭 -15 L3 前頭 -14 R3 前頭 -14
綿屋与三兵衛 伝馬町 L4 前頭 -16 L5 前頭 -14 連城／金鱗
坂井屋与助 諸町 L4 前頭 -17 L5 前頭 -11 R5 前頭 -08 金鱗
両口屋喜十郎 本町二丁目 L4 前頭 -18 R3 前頭 -16 R4 前頭 -12 連城／金鱗／慶応
笹屋喜七 L4 前頭 -19 L4 前頭 -03
吉嶋屋九兵衛 福井町 L4 前頭 -20 R4 前頭 -02 R4 前頭 -08 連城／金鱗／慶応
万屋弥八 船入町 L4 前頭 -21 L3 前頭 -18 R5 前頭 -12 慶応
綿屋市兵衛 L4 前頭 -22 L5 前頭 -12
師崎屋長兵衛 船入町 L4 前頭 -23 慶応
中野屋林蔵 R5前頭 -01 R3 前頭 -12 L3 前頭 -14
米屋浅右衛門 古渡 R5前頭 -02 R4 前頭 -22 連城
亀屋善右衛門 末広町 R5前頭 -03 R5 前頭 -05 連城
瀬戸物屋善七 下茶屋町 R5前頭 -04 金鱗
材木屋八右衛門 天道町 R5前頭 -05 金鱗
綿屋利左衛門 R5前頭 -06
松屋甚吉 R5 前頭 -07 L5 前頭 -04 R5 前頭 -02
美濃屋徳兵衛 門前町 R5前頭 -08 L5 前頭 -14 慶応
山口屋嘉兵衛 R5前頭 -09 L4 前頭 -24 R5 前頭 -03
井筒屋惣兵衛 鉄砲町 R5前頭 -10 金鱗
藤屋勘三郎 R5前頭 -11
万屋助七 R5 前頭 -12
油屋伊助 祢宜町 R5前頭 -13 連城／金鱗
白木屋武右衛門 材木町 R5前頭 -14 連城
白木屋武兵衛 下材木町 R5前頭 -15 連城
薬屋佐兵衛 坂上町 R5前頭 -16 連城／金鱗
表屋嘉吉 広井 R5前頭 -17 R5 前頭 -13 R5 前頭 -14 連城／金鱗
近江屋孫兵衛 塩町 R5前頭 -18 連城
銀山屋治兵衛 玉屋町 R5前頭 -19 連城
山名屋清八 奉公人町 R5前頭 -20 L5 前頭 -08 連城
福田屋伝蔵 伝馬町 R5前頭 -21 L4 前頭 -17 連城／金鱗
駒屋源兵衛 本町一丁目 R5世話人 -1 明和／府城／連城／金鱗
吉嶋屋佐兵衛 本町 R5世話人 -2 C2 行司 -4
鏡屋正七 玉屋町 R5世話人 -3 L5 世話人 -1 連城／金鱗
伏見屋長右衛門 永安寺町 ･小田原町 R5 世話人 -4 寛延／府城／連城／金鱗
米屋弥吉 L5 前頭 -01 R5 前頭 -21 L5 前頭 -12
美濃屋弥兵衛 小田原町 L5 前頭 -02 R3 前頭 -18 L3 前頭 -10 金鱗／慶応
大仏屋喜左衛門 赤塚町 L5 前頭 -03 R5 前頭 -10 R4 前頭 -18 金鱗
知多屋新蔵 L5 前頭 -04 R4 前頭 -19
美濃屋卯兵衛 橘町裏町 L5 前頭 -05 慶応
銭屋伝兵衛 L5 前頭 -06 L4 前頭 -23 L5 前頭 -03
松前屋吉兵衛 末広町 L5 前頭 -07 金鱗
竹屋嘉兵衛 古出来町 L5 前頭 -08 R5 前頭 -02 金鱗／慶応
成田屋武助 L5 前頭 -09
菱屋与右衛門 L5 前頭 -10
橘屋長右衛門 小田原町 L5 前頭 -11 金鱗
亀屋小兵衛 橘町 L5 前頭 -12 L4 前頭 -14 連城
梅屋金兵衛 L5 前頭 -13 L5 前頭 -11
梅屋金左衛門 門前町 L5 前頭 -17 連城
井筒屋庄右衛門 大久保見町 L5 前頭 -14 R5 前頭 -06 R5 前頭 -07
美濃屋平助 L5 前頭 -15 R5 前頭 -16
小西屋庄兵衛 久屋町 L5 前頭 -16 L4 前頭 -12 L5 前頭 -13 金鱗
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山城屋佐兵衛 坂上町 L5 前頭 -17 R5 前頭 -20 L4 前頭 -18 連城／金鱗
表屋庄兵衛 玉屋町 L5 前頭 -18 R5 前頭 -08 R5 前頭 -15 明和／連城／金鱗／慶応
錺屋正六 本町四丁目 L5 前頭 -19 R5 前頭 -15 L5 前頭 -06
日野屋治兵衛 杉之町 L5 前頭 -20
万屋孫助 島田町 L5 前頭 -21 慶応
麻生屋権七 大船町 L5 世話人 -1 L5 世話人 -4 府城
菱屋太兵衛 玉屋町 L5 世話人 -2 R5 世話人 -1 寛延／明和／府城／金鱗
駒屋文助 鉄砲町 L5 世話人 -3 連城／金鱗
川方屋善右衛門 上材木町 L5 世話人 -4 R5 世話人 -4 明和／府城／連城／金鱗
米屋三右衛門 蒲焼町 C行司 2-4 連城
伊藤忠左衛門 大船町 R1小結 府城／連城
富士代屋又吉 飯田町 R2前頭 -09 連城
米屋善吉 R3前頭 -06
岩井屋勘十郎 上七間町 R3前頭 -14
美濃屋源兵衛 五条町 L3 前頭 -15 連城
和泉屋為三郎 五条町 L3 前頭 -17 L3 前頭 -03 連城
五貝屋九八 R4前頭 -01 L3 前頭 -04
柏屋佐介 R4 前頭 -09
高津屋兵八 R4前頭 -10
熊野屋孫十郎 坂上町 R4前頭 -11 連城／金鱗／慶応
井桁屋吉兵衛 宮町 ･八百屋町 R4前頭 -12 連城
和泉屋太助 京町 R4前頭 -14 R4 前頭 -14
花屋金左衛門 伝馬町 R4前頭 -16 金鱗
鍵屋庄左衛門 R4前頭 -20 L5 前頭 -01
京屋吉兵衛 玉屋町（本町八丁目） R4 前頭 -24 慶応
八一屋小八郎 御園片町 L4 前頭 -01 寛延／府城／金鱗
枡屋又左衛門 L4 前頭 -10
羽柴屋与吉 材木町 L4 前頭 -13 連城
河内屋又市 大曽根 L4 前頭 -15 R4 前頭 -04 連城／金鱗
柏屋小兵衛 船入町 L4 前頭 -16
菊屋藤助 L4 前頭 -18
桶屋長右衛門 下御園町 L4 前頭 -19 寛延／府城
美濃屋善七 万屋町 R5前頭 -03 連城
銭屋庄治郎 R5前頭 -04
米屋要介 R5 前頭 -05
野間屋半左衛門 R5前頭 -07
井桁屋治右衛門 下茶屋町 R5前頭 -12 金鱗／慶応
落雁屋伝右衛門 新道筋 R5前頭 -17
吉村屋藤七 R5前頭 -18
岡田屋与右衛門 中市場町 R5前頭 -19 連城／金鱗
大菱屋庄蔵 L5 前頭 -01
米屋長七 古渡 L5 前頭 -05 連城
三河屋太兵衛 L5 前頭 -06 L4 前頭 -07
干鰯屋善蔵 坂上町 L5 前頭 -07 金鱗／慶応
京丸屋善六 中市場町 L5 前頭 -08 金鱗／慶応
橘屋喜兵衛 L5 前頭 -09
大津屋善六 車ノ町 L5 前頭 -10 L4 前頭 -01 慶応
皆川屋惣七 納屋町 L5 前頭 -13
問屋次郎左衛門 永安寺町 L5 前頭 -15 金鱗
高麗屋小兵衛 L5 前頭 -16
万屋茂介 袋町 L5 前頭 -19 慶応
丸屋平八 新道町 L5 前頭 -20
北山屋惣兵衛 伝馬町 L5 頭取 -4 R4 前頭 -03 連城／金鱗
麻屋吉右衛門 五条町 C頭取 -6 寛延／明和／府城／連城／金鱗
竹皮屋次郎八 駿河町 C行司 2-3 明和／連城／金鱗
井筒屋彦左衛門 R3前頭 -16
米屋宇兵衛 R4前頭 -15













村庄之助「Ｃ行司 1-1」は中央の欄にある行司で、行司 2段の内 1段目で中央で大きな文字








類いずれも、大関・関脇・小結各 1人、他に「尾張名古屋分限見立角力」は前頭 166 人、
世話人 8人、行司 10 人、頭取 8人、勧進元惣後見 1人、差添人 1人、「名古屋分限見立角
力」は前頭 162 人、頭取 8人、行司 11 人、勧進元 1人、差添人 1人、「おはりなごや持ま























尾張名古屋 名古屋 おはりなごや 人数
○ ○ ○ 121
○ ○ × 18
○ × ○ 26
× ○ ○ 13
○ × × 36
× ○ × 37






















和安永頃御用達名前帳」が 16 人、「那古野府城志」が 16 人、「連城亭随筆」が 79 人、「金鱗
九十九之塵」が 30 人となる。番付には名前があるがこれらの史料に名前がでてこない商
人も 66 人いる。また、1868 年（明治元）の御用達 353 人のうち、この番付で名前が確認で

















制を時系列で列挙している。そのなかで、株仲間に直接関係するのは 1794 年（寛政 6）の




寛延旧家集 1750 年 9
明和安永頃御用達名前帳 18 世紀後半 16
那古野府城志 18世紀末～ 19世紀初 16
連城亭随筆 1808 年 79
金鱗九十九之塵 19 世紀前半 30


















合計 93 軒の差から最大で 22 軒あったと考えられる。さらに今後の増株は認めないこと、
ただし自宅で味噌焼を行っているような小規模経営の場合は従来どおりの営業を認めるこ
とも合わせて町奉行所から触れられている。後述する生鯖問屋・仲買はそれぞれ 1798 年

























































































































































































































































































願書である。本文中に 1797 年（寛政 9）の記載があり、また末尾の部分から米切手停止以















































































名前 居所 天明 8 文化 9 文政 11 天保 3 弘化 4 安政元 備考
大鐘屋藤七 納屋町 ○ ○ ○
皆川屋庄蔵 納屋町 ○ ○ ○ ◎
師崎屋長兵衛 納屋町 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
井沢左助 蔵屋敷 ○
中屋久兵衛 船入町 ○ ○ ○ ◎
かど屋久平 堀詰町 ○
半田屋助右衛門 船入町 ○ ○ ◎
信野屋甚吉 ○ 甚平（文政 11）と同一人物か？
大橋次郎左衛門 船入町 ○ ○ ○ 天保 5：千歳講加入
淀屋庄右衛門 船入町 ○ ○ ◎ 天保 3：代人松助
八木清兵衛 ○
加藤久平 ○ ○ かと屋（天明 8）と同一人物か？
野間屋伊兵衛 ○
熊野屋伝吉 ○ ○ ◎ ○
半田屋甚八 ○
高津兵左衛門 ○ ○ △ 安政 3：大川屋清七へ譲受
岩間勘兵衛 船入町 ○ ○ ○ ○
小嶋屋庄右衛門 塩町 ○ ○
清水太左衛門 納屋町 ○ ○ ○ ○
見田七右衛門 納屋町 ○ ○ ○ ○
時田金右衛門 船入町 ○ ○ ◎ ○ ○
大野屋藤七 納屋町 ○ ○ ◎ ○ ○





油屋清助 ○ 文化 9～天保 5：山名屋徳三郎へ譲受
熊野屋清兵衛 ○ 文化 9～天保 5：美濃屋栄助譲受
油屋勘左衛門 船入町 ○
亀屋豊助 ○ 文化 9～天保 5：亀屋喜兵衛株／天保 3：亀屋喜兵衛株譲受
万屋弥八 船入町 ○ ◎ 文政 9には存在確認
大橋屋源七 ○ ○ 文化 9～天保 5：皆川屋庄蔵へ入
山名屋正兵衛 大船町 ○ ○ ◎ ○ ○
井桁屋長左衛門 枇杷島村 ○
横井善八 堀詰町 ○ △ 安政 3：時田屋理助へ譲受
柏屋市兵衛 船入町 ○ ○ △
麻屋吉右衛門 五条町 ○ ◎ ○ △
山名屋徳三郎 船入町 ○ ◎ ○ ○
信野屋甚兵衛 小船町 ○ ◎ ○ △
皆川屋徳兵衛 納屋町 ○ ○
美濃屋彦右衛門 戸田町 ○ ○
竹皮屋伊三郎 塩町 ○ ○
万屋半右衛門 大船町 ○ ○
万屋伝左衛門 納屋町 ○ ○
小川屋専助 大船町 ○ ○
山田屋専助 大船町 ○ ○
岩田屋庄八 阿部殿蔵屋敷 ○ ○
清水屋弥吉 納屋町 ○ ○
本地屋富之助 納屋町 ○ ○
杉屋徳蔵 大船町 ○ ○
天野屋吉太郎 船入町 ○ ○
山名屋利三郎 船入町 ○ ○
万屋宗八 船入町 ○ ○
美濃屋又八 △ ○
久木屋平吉 船入町 ○ ○
鈴村作左衛門 ○
干鰯屋豊助 △ ○ 安政 3：美濃屋又八に訂正、さらに大山屋甚兵衛譲受
亀屋喜兵衛 船入町 ○ ○ ○
小嶋屋次郎右衛門 塩町 ○ △
中屋豊七 船入町 ○ △
米屋佐兵衛 △
平野屋鉋助 △
鎰屋八郎兵衛 船入町 ○ △
大野屋金三郎 納屋町 ○ △
水岡屋浜吉 納屋町 △
美濃屋卯兵衛 橘町裏町 △















　1788 年（天明 8）は、先にみた大黒講結成時の 6軒である。1812 年（文化 9）は肥物問屋・
肥物仲買の仲間が結成されたと考えられる時期である。問屋・仲買それぞれが株の所有者
を確定し、互いに株の非所有者との取引を禁じている。『師崎屋諸事記』には、問屋・仲買
の名前が列記され、その一部には株の移動などが書き加えられ、最後に 1834 年（天保 5）
の写であることが記されている。その記載形式から列記された名前は 1812 年（文化 9）の
仲間加入者であり、その後 1834 年（天保 5）までの情報が追記されたと考えられる。
　1828 年（文政 11）は大代官支配地への肥物供給に関して問屋から提出する請書を回覧し
た問屋 13 軒である。1832 年（天保 3）は、仲買とのトラブルが解決したのを機に改めて千
歳講を結成した年であり（結成は閏 11 月）、【表 4】の◎は千歳講に加入した 13 軒の問屋、
○は千歳講結成直前の同年 2月に仲間の一員として寄合に参加した 21 軒の問屋のうち千
歳講には加入しなかった 8軒の問屋である。なお、1828 年（文政 11）、天保初年の問屋と
仲買の問題については次節で触れる。




が 29 軒、休業中が 14 軒であった。
　【表 4】をみると、18 世紀後半に 6軒で始まった仲間は 19 世紀初頭には 35 軒に増加し
ている。そこからいったん 20 軒を下回り、世話方肝煎公認以降は 40 軒を超すまで増加す


















































　同じように、肥物仲買の変遷をまとめたのが【表 5】である。「文化 9①」は 1812 年（文化





地域 居所 名前 文化 9① 文化 9② 文政 9 嘉永 2 備考
駿河町
駿河町 美濃屋勘兵衛 ○ ○ ○
駿河町 美濃屋治右衛門 ○ ○ ○ 文政 9：師崎屋控になる
東田町 熊野屋源助 ○ ○ ○ ○





赤塚町 熊野屋喜兵衛 ○ ○ ○ ○△ 文政 9：喜兵治／嘉永 2：喜平次
福島屋太兵衛 ○
大堀屋七兵衛 ○
坂上町 干鰯屋善蔵 ○ ○ ○ ◎† 嘉永 2：坂上町 ･枇杷島村どちらか確定できず
赤塚町 木曽屋小八 ○ ○ 天保 5：清水町当時山本屋喜助相用
赤塚町 木瓜屋吉蔵 ○ ○ 天保 5：仲間株 ･木谷吉助預かり
坂上町 油屋文七 ○
坂上町 坂井屋清八 ○ ○ ○ ○
坂井屋久蔵 ○ ○ ○ 文政 9：2株内 1株預り
坂上町 近江屋孫右衛門 ○ ○ ○
坂上町 井桁屋久兵衛 ○ ○ ○ ○△
赤塚町 瓶屋甚六 ○ ○ ○ ◎ 天保 5：仲間持株 ･忠兵衛預かり印なし／文政 9：甚蔵 ･2 株内 1株預り／嘉永 2：甚蔵
坂上町 熊野屋弥兵衛 ○ ○
大曽根坂下 橋本屋源七 ○ ○ 天保 5：文政 7年極月仲間加入／天保 8：井桁屋伊助へ譲
枇杷島
枇杷島橋東 升屋彦八 ○ ○ ○ ○△ 文政 9：2株内 1株源吉分
升吉屋源吉 ○
枇杷島村 橋本屋弥八 ○ ○ ○ ◎ 文政 9：2株内 1株預り
枇杷島村 井桁屋長左衛門 ○ ○ ○ ○△ 文政 9：2株内 1株預り
枇杷島村 干鰯屋（渡辺）善蔵 ○ ○ ○ ◎† 嘉永 2：坂上町 ･枇杷島村どちらか確定できず
枇杷島橋西
二ツ杁 味噌屋又兵衛 ○
須ヶ口村 野間屋半助 ○ ○ ○
須ヶ口村 野間屋多吉 ○ ○ ○ ○△




戸田町 万屋兵助 ○ ○ ○△
堀詰町 横井善八 ○ ○ ○ ○△
大船町 大船町 升屋喜作 ○ ○ ○ 文政 9：喜兵衛
納屋町 納屋町 炭屋惣兵衛 ○
竹屋与兵衛 ○
志水町 鍋屋久八 ○ ○ 文政 9：天保 8年柏屋源兵衛
万屋佐助 ○ ○ ○ 天保 5：下地熊野屋弥兵衛所持株
坂上町 木曽屋兵蔵 ○ ○ ◎ 天保 5：木曽屋九八株／文政 9：2株内 1株預り／嘉永 2：代人久八
山城屋佐兵衛 ○ ○ ◎ 天保 5：油屋文七株
白木屋善左衛門 ○ △ 天保 5：福島屋多兵衛株
東田町 竹皮屋惣吉 ○ ○ ○△
納屋町 皆川屋利七 ○ ○ ○△ 天保 5：伊藤与兵衛株
船入町 淀屋庄右衛門 ○ ○
橋本屋和助 ○ ○
升屋源吉 ○ 天保 5：預かり
下小田井村 綿屋又兵衛 ○ ○
野間屋太七 ○ ○ 天保 5：預かり




志水 大坂屋庄兵衛 天保 8：今津屋兵左衛門へ譲り























買惣代が再興の願書を出したことを同年閏 4月に連絡した仲買を○、同年 12 月に出願時
の諸費用の負担を休業中の仲買に求めた時に休業中の仲買に通知した干鰯元仲買を◎、負
担を求められた休業中の仲買を△で示した。
　【表 5】からは、1812 年（文化 9）32 軒、1812（文化 9）～ 1834 年（天保 5）39 軒、1826 年（文
政 9）34 軒の仲買の名前が確認できる。時代を追うにしたがって名前が現れなくなる仲買、
新たに加わる仲買がそれぞれあり、30 軒を超す仲買が存在し続けていることがわかる。
ただし、この時期の仲買の実際の営業状況はわからず、問屋の動向や 1849 年（嘉永 2）の
様子から考えて休業中の仲買も含まれていると思われる。1849 年（嘉永 2）には 36 軒の仲
買の名前が確認できる。問屋の場合と同様、新しい仲買も多く、休業中の仲買も多い。惣
代 5軒の他に営業している仲買は 8軒のみである。肥物商売の厳しい状況も要因のひとつ






































































　　　　　　　　　　藤屋武七方江日勤之者ニ御座候  　 藤屋竹蔵
　　　　　　　　　　成田屋武助方江日勤之者ニ御座候　 　 村田屋正平
































　【史料 9】は 1848 年（嘉永元）または 1860 年（万延元）と考えられる申年に材木問屋 4軒







　【史料 9】からは、名古屋城下の材木仲買は少なくとも 3ヶ町の仲買 36 軒と東組とよば





































































　　　　文政九戌四月         　　　　　         　　　　　　　　　野間屋太吉判
（以下、仲買連名省略、【表５】「文政 9」欄参照）
























































































































































































屋の取締方について規定を設けている。さらに閏 11 月には問屋仲間 13 軒で千歳講を結成













































































































































































































































































　【史料 17】に連印した仲買は枇杷島の橋本屋弥八を惣行司として他に 24 軒、宛先の問屋
は 7軒である。約定の内容は、仲買の人数、銀立の換算レート、代金の支払い方と不勘定
の者への対応、取引相手の限定である。第 1条によれば、仲買は総数を 50 軒、内半分の
25 株が休業中、残り 25 軒が営業中であるが、必要に応じて休株から問屋が自由に仲買を
取り立てることができることになっている。第 2条では金銀のレートを 1両 60 匁の一般
的なレートではなく 62.6 匁とすることを決めている。第 3～ 5 条は代金決済に関する条
















































































となり、柏屋佐助ほか仲買 3人が取扱に入り、滞り金の残金を 10 年賦で支払うこと、今
後は柏屋らが責任をもって枡屋に代金を支払わせることを約束している。滞り金が発生し
ているのは見田七右衛門・清水太左衛門・高津兵左衛門・岩間勘兵衛の 4人の生鯖問屋で
あった。見田には約 216 両、清水には約 112 両、高津には約 16 両、岩間には約 9両の滞









































































































































（3）『名古屋叢書』第 12 巻（名古屋市教育委員会編集発行、1963 年）所収。
（4）前掲『近世名古屋商人の研究』p3。
（5）『新修名古屋市史』第 3 巻・第 4 巻（新修名古屋市史編集委員会編、名古屋市発行、
1999 年）、同資料編近世 1～ 3（新修名古屋市史資料編編集委員会編、名古屋市発行、
2007 ～ 2011 年）、『愛知県史』通史編第 4巻・第 5巻（愛知県史編さん委員会編、愛知県























































（37）肥物をめぐる流通については『新修名古屋市史』第 4巻 pp.377-382 などに記述がある
ので、あわせて参照されたい。
（38）魚取引については『新修名古屋市史』第 4巻 pp.372-377 に記述がある。
（39）徳川林政史研究所収集史料 6219。
（40）尾張国熱田史料 33（徳川林政史研究所所蔵）。なお、尾張国熱田史料 33 はさまざまな
204
19 世紀前半の名古屋商人
文書の綴であり、綴に後から付けられた表紙に「熱田いさば問屋文書」と記されている。
綴の形態になった時、表紙が付けられた時、表紙の文字が書かれた時は不明である。し
かし、その内容や登場する商人の顔ぶれなどから、熱田ではなく名古屋の生鯖問屋に関
する史料であることは明らかである。
（41）注（40）に同じ。
（42）徳川林政史研究所収集史料4576。なお、この史料は1911年（明治44）作成の写本である。
「熱田魚世話方肝煎願達留」（『名古屋叢書』第 11 巻）に翻刻が収録されている。
